
■地域まちづくりビジョンに掲げる事業の取組状況 
【 提言１：鶴崎の伝統・文化を「まもり」「つなげる」「いかす」 】 
 ＜事業１＞豊かな歴史と伝統文化の継承 

（地域）三佐小学校で 2 年度新たに「鶴崎踊りクラブ」が発足した。鶴崎踊 

を次世代に継承しようと、鶴崎おどり保存会が働きかけた。2 年度は 6 名、 

3 年度は 10 名の児童が参加している。また、鶴崎おどり保存会が２年度 

に松岡小学校の学習の場に参加し、鶴崎踊の指導を行った。３年度には、 

別保小学校の学習の場に参加した。 

 ＜事業２＞史実の顕彰による観光連携の強化 
  （行政）２年度に鶴崎地区の観光周遊の促進を図るため、法心寺前に 

観光資源を掲載した案内看板を製作した。 

（地域）坂本龍馬ファンらでつくる豊後龍馬会が、勝海舟と龍馬が鶴崎 

を訪れ、宿泊した史実を伝える看板を東鶴崎の本陣跡地に設置した。 

＜事業４＞鶴崎地域の農業の振興 

 （地域）県農業青年連絡協議会は新しい取組として会員 PR動画の 

制作をしており、7 月には高田のミツバの農園等で撮影があり、 

インタビュー、農産物の紹介、料理の紹介を行った。 

【 提言３：鶴崎駅や鶴崎市民行政センター周辺を核とした街の 

にぎわいづくり 】 
 ＜事業８＞鶴崎駅周辺の整備 

  （行政）鶴崎駅前広場や周辺の道路整備など鶴崎駅を中心とした 

まちづくりについて、７月２２日に鶴崎地域を対象としたワ 

ークショップを開催し、さまざまなご意見をいただいた。 

（行政）平成３０年度に行った鶴崎駅を起終点とする循環バスの 

実証運行で確認された買物や通院等の利用ニーズをもとに、 

バスや鉄道の乗り継ぎ利用例を掲載したリーフレットを作成 

し、沿線の自治会で回覧する他、支所や鶴崎駅に配置してい 

る。 

 ＜事業９＞鶴崎市民行政センター周辺の整備 

（行政）鶴崎公民館については、２年度に２階・３階の改修工事 

を行い、現在３階にエスペランサ・コレジオの機能が入って 

いる。今後は集会室棟の増築工事、既存の集会室の改修工事 

を順次行う予定である。    

  
     

◆提言３（事業８）【鶴崎駅周辺の整備】に関連する行政の取組について説明しました 
＜７月２２日に開催した「鶴崎駅周辺の課題整理に関するワークショップ」の概要について＞ 

37 名の参加者を 5 つのグループに分けて、鶴崎駅周辺で【できたらいいなと思う活動】や【活動を行うため

の課題】、【活動を行うために必要な空間、施設や機能】について、グループごとに話し合っていただきました。 

【できたらいいなと思う活動】では、鶴崎駅周辺で買い物やイベントなどができればいいという意見や、鶴崎地

区内の資源などを楽しみながら回遊できたらいいなどのご意見がありました。 

【活動を行うための課題】といたしましては、買い物や人が集まることのできる施設の不足や、商店街の活性化、

安心して利用できる公共空間の整備などのご意見がありました。 

【活動を行うために必要な空間、施設や機能】に関しましては、鶴崎駅周辺における、公共空間の整備やバリア

フリー化、商業や集会、観光などに活用できる施設などのご意見がありました。 

＜11月 4日に開催した「第 1 回鶴崎駅周辺整備基本構想策定委員会」の概要について＞ 
【委員会の目的】鶴崎駅周辺における既存施設のさらなる充実を図り、歴史と伝統の息づく居住型拠点の形成の

ための鶴崎駅周辺整備基本構想の策定。 

【内容】駅周辺の人口、土地利用、建物状況などの現状報告、上記ワークショップの報告、都市計画マスタープ

ランや鶴崎地域まちづくりビジョンなどの駅周辺の課題整理。 

【委員からの主な意見】●鶴崎地区の拠点である駅周辺の整備が 6 校区に波及できれば良い。 

●高校生、大学生、子育て世代などの意見も聴けるようなワークショップを実施してはどうか。など 

令和 3年度鶴崎地域まちづくりビジョンフォローアップ会議 
■令和３年１１月２６日（金）14：00～ 

■鶴崎市民行政センター ２階 大会議室 
(1)会議の公開について  

(2)地域まちづくりビジョンフォローアップ会議について 

(3)地域まちづくりビジョンに掲げる事業の取組状況について 

(4)アンケート調査結果について 

(5)提言３「鶴崎駅周辺の整備」について 

(6)グループディスカッション【テーマ 地域全体の防災力の強化】 

(7)グループディスカッション報告 

(8)事業全体について 

(9)事業総括 

(10)今後の予定について 

  

◆提言４(事業１０)【地域全体の防災力の強化】に関連して、家庭での避難計画（マイ・タイムライ
ン）を作成することの重要性の周知方法等について、グループディスカッションを行いました 

【マイ・タイムラインとは・・・】大雨や台風から身を守るためには、自分が住む地域の災害リスクを知り、防災気象情
報を基に迅速かつ適切に避難することが重要です。『マイ・タイムライン』は、災害に対する事前の備えや、大雨・
台風の接近により浸水害や洪水、土砂災害などが発生する危険性が高まった時の避難開始の基準、「避難スイ
ッチ」をオンにするタイミングなどを、時系列であらかじめ整理しておく、『自分自身や家族の避難行動計画』です。 

 
 

  

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

この通信は、地域まちづくりビジョンフォローアップ会議の内容について地域の皆様にご報告するとともに、

地域の現状や課題、将来像について共有していただくために発行しています。 

なお、今回の会議は事前アンケートにより、14事業のうち『鶴崎駅周辺の整備』『地域全体の防災力の強化』

の 2つのテーマに絞り込み開催しました。 
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個性を活かした魅力ある地域づくりを推進するため、市内 

１３地域において、それぞれの地域が目指すまちの将来像やそ

の実現に向けた取組をまとめた「地域まちづくりビジョン」が

策定され、平成３０年７月に市長に提言されました。 

 地域まちづくりビジョンフォローアップ会議は、「地域まち

づくりビジョン」において提言された各事業の具現化に向け

て、地域の代表者である委員と行政がお互いに「行政に望むこ

と」「地域でできること」「私たちができること」のそれぞれの

テーマにおいて、取組状況を確認し、今後の進め方や課題につ

いて情報共有や意見交換を行うものです。 

 

地域まちづくりビジョンフォローアップ会議の目的 

■地域まちづくりビジョンに掲げる事業の取組状況＜続き＞ 
【 提言４：将来住みたくなる街づくりに向けた取組を推進 】 
 ＜事業 10＞地域全体の防災力の強化   

（地域）鶴崎の地域おこしグループ「コネクティブ・インパクト」が主催し、大分大学教授の指導助言のもと、大分鶴

崎高校生が鶴崎商店街周辺の防災マップを作成した。鶴崎商店街３０店舗に設置している。 

 ＜事業 12＞空き家、空き地を活かした地域コミュニティ活動の推進 
  （地域）鶴崎の地域おこしグループ「コネクティブ・インパクト」が、鶴崎地域の高校生と連携し、鶴崎商店街の空き

店舗に高校生のための居場所「ツルリバ」（鶴崎とたまり場の造語）をオープンした。毎週土曜日に営業するほか、

地元の高校生や外部団体等と連携し、高校生の成長に資する企画やイベントを実施している。 

 ＜事業 14＞将来住みたくなる街づくり 
（行政）毛利空桑遺品館のトイレのバリアフリー化改修工事を３年度上半期に実施し、１０月９日から供用開始した。 

 

 

<事業１>別保小学校で鶴崎踊の披露 

<事業２>法心寺前に設置した案内看板 

<事業８>バスや鉄道の乗り継ぎ利用例を掲載したリーフ

レット 
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【グループディスカッションでの主なご意見等】 
＜マイ・タイムラインについての感想＞ 

・今回の会議で、自分の家の状況に応じて避難計画を作らなければ 

いけないと認識した。 
 
＜マイ・タイムラインを作成することの重要性の周知方法等について＞ 

・この会議に、商工会議所、老人クラブ、消防団、農業委員さんなど 

様々な団体の代表が出席されているので、それぞれの地域や団体に 

戻ったら、会議など機会あるごとに、「マイ・タイムライン」を作成することの重要性を周知していただ

きたい。 

・例えば老人会や各団体とか、いろんな会合の時に、常日頃から必ず 

 話題に入れることが大切である。 

・高齢者世帯のマップを作成して避難計画の重要性を教えてあげる。 

・事前勉強会を行ったり、防災士や班長を活用して周知する。 

・周知方法としては、自治会での回覧や配付を行うことがいいと思う 

が、回覧等は見ていないことがある。 

・日常的に家族と話をすることが大事である。 
 
＜その他の意見＞ 

・パソコンやスマートフォンでも情報を得ようと思えばいくらでも得られるが、高齢者など扱えない方は

事前にどういう状態になっているかなど、わかりにくい。 

・高齢者を 1軒 1軒回って、「避難を考えてますか」、「どこ行くか考えてますか」と聴いても、「いや

もう私はここでいいんだ」というような感じである。やっぱり一人一人、自助がものすごく大切だと思

う。そういう人にその意識を持たせる方策を検討する必要がある。 

・私の地域では、水門を閉めたとの情報が入って間もなく内水が上がってしまう。その時逃げようとして

も道路が冠水してしまっている。いかに地域に合った情報を伝達するか。 

・令和 2 年 9 月の台風 10 号の時に、お年寄りのところに行ったが、「昭和 18 年の台風のときは 2 階

まで浸からなかった。あれ以上に大きい水害はない。」と言うので、「想定外が起きることがあるでし

ょ。」と言って歩いたが、避難していない。昭和 18 年は大変大きな水害だった。その水害の経験が活

かされていない。 

・指定避難所を市が開設するが、コロナ禍の中で本当に避難所に避難することが可能なのか。その問題を

もう少し市と地域の住民とすり合わせとかしなければ、避難計画自体が絵にかいたモチになる。 

・（雨水排水ポンプについて、排水先の河川の状況により運転を一時停止することがあるが、住民の多数

はそのような運転停止をすることを知らず、）排水ポンプがあるから大丈夫と思っている人が多く、心配

である。 

・散歩の途中に子どもたちと一緒に、側溝など避難ルートの危険個所を確認することもできるのでは。 

提

言 

事業 

番号 

事 業 名 内  容 

提 

言 

１ 

１ 豊かな歴史と伝統文化の継承 ・「鶴崎踊」「三佐の山車」「けんか祭り」などの伝統や文化を継承する 
・伝統文化継承の拠点となる鶴崎公民館を整備する   
・地域の子どもが伝統文化とふれあう取組を行う 

２ 史実の顕彰による観光連携の
強化 

・歴史を活かした観光交流の推進を行う(鶴崎にゆかりのある偉人と関係
する地域との観光協定など) 

・新たな観光施設を整備する 

３ 地域イベントの拡大事業 ・外部から新たに地域イベントをプロデュースできる方を招いて地域イ
ベント(お祭りなど)を活性化させる 

４ 鶴崎地域の農業の振興 ・地域の名産品であるニラ、水耕セリ、ミツバ、大葉の生産振興につな
げる 

提 

言 

２ 

５ 大野川、乙津川の河川敷を 
利用したスポーツ施設整備 
とマラソン大会の実施 

・スポーツで鶴崎を盛り上げ、地域の活性化へつなげる 
(乙津川の河川敷沿いにマラソンコースを作りアスリートの方に利用し
てもらう、大野川でボート競技の練習ができるようにする、一流選手
と地域住民との交流を行うなど) 

６ 川を活かしたまちづくり事業 ・豊かな川がもたらす水の恩恵を子どもたちの郷土愛をはぐくむ教育へ
と生かす(大野川の歴史を継承する資料館の整備など) 

・大野川沿いの幹線道路を整備する（戸次→高田→鶴崎）   
・川がもたらす資源を守り、育んで有効活用する 

７ 防災と豊かな川を活かした 
街づくり 

・水辺の楽校を活用し、学習施設と避難施設を兼ねた防災複合施設を整
備する 

提 

言 

３ 

８ 鶴崎駅周辺の整備 ・鶴崎駅周辺のバスの利便性を向上させる   
・地域を循環するバス路線があればまちの活性化につながる 
・鶴崎駅周辺にカフェやレストランができればにぎやかになる 

９ 鶴崎市民行政センター周辺の
整備 

・防災機能を持った総合コミュニティセンターとして、鶴崎公民館を整
備する(エスぺランサ・コレジオ、老人いこいの家、防災対策など) 

・公民館の機能充実、利用者の利便性の確保を図るための鶴崎公園の整
備 

提 

言 

４ 

10 地域全体の防災力の強化 ・地域のインフラを強化して防災面を強化する 
・地域住民の防災意識を向上させる 

11 鶴崎地域の学力向上、地域間 
交流 

・鶴崎地域の学校間で生徒の交流を行い、学力向上を図る 
・地域の発展のために地域交流を盛んにすることで、子どもたちに鶴崎
の魅力を知ってもらう 

12 空き家、空き地を活かした 
地域コミュニティ活動の推進 

・生活の利便性を活かして、空き家や空き地に集合住宅を建設するなど
地域コミュニティの場を整備する 

13 高田校区に多目的グラウンド
の整備 

・スポーツの振興や新たなコミュニティの創出を促すため河川敷以外の
場所に新たなグラウンドを整備する 

 (河川敷グラウンドは大雨等で浸水するおそれがある) 

14 将来住みたくなる街づくり ・道路や公共交通の機能を充実させ、生活の利便性を向上させる   
・子どもや高齢者福祉を充実する   
・地域の歴史を活かした街づくりを行う   
・企業の誘致や地域の大企業との連携を行う   
・鶴崎駅前を活性化させる  
・地域の少子高齢化への対策を行う 

 

提言１：鶴崎の伝統・文化を「まもり」「つなげる」「いかす」 
鶴崎地域にしかない伝統と文化を守り、次の世代へつなげ、観光資源などに生かす取組を行うことで地域の活

性化を図るべきです。 

提言２：豊かな川の恵みをみつめなおす 
鶴崎地域を流れる一級河川である大野川と乙津川の恵みを生かした取組を行うことで特色ある街づくりを行う

べきです。 
提言３：鶴崎駅や鶴崎市民行政センター周辺を核とした街のにぎわいづくり 

鶴崎駅を起点とした鶴崎地域の南北を結ぶ交通網の整備や地域コミュニティ機能、防災機能を充実させるため

に公民館を整備するなど、住民生活の利便性を向上させ、さらに地域外から人が集まる街を作ることで鶴崎地域

全体の活性化を図るべきです。 
提言４：将来住みたくなる街づくりに向けた取組を推進 

鶴崎地域の未来を担う子どもたちが将来もこの鶴崎に住みたくなるような街を作るために、教育環境の充実や

地域の防災力を強化する取組などを行うべきです。 

 

 

鶴崎地域の将来像（コンセプト）【みんなが住みたくなる伝統と文化のある街】 

◆「ふれあい市長室～あなたの地域のまちづくりビジョン～」 
今年度は、地域でまちづくりビジョンに関連した活動を行う団体を対象に、活動報告と意見交換を行

いました。 

開 催 日：令和３年１２月１７日（金）   

対象団体：鶴崎おどり保存会 
鶴崎地域の代表的な伝統芸能である鶴崎踊の普及・PRや後継者育成の取組を行っています。  

 

■お問い合わせ：大分市市民部鶴崎支所 ＴＥＬ：５２７‐２１１１ 

鶴崎地域まちづくりビジョン 概要 


